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○○○○ はじめにはじめにはじめにはじめに

徳島県教育委員会は，外部有識者などからなる高校教育改革再編検討委員会の

全県的な高校再編のあり方について の最終報告を受け 平成１８年３月に 高「 」 ， 「

校再編方針」を策定した。

この方針では，今後の生徒数の減少などを踏まえ，県下の７地域において再編

を進めることとし，吉野川市・阿波市地域においては，鴨島商業高校と阿波農業

高校の教育を基本に学科再編を行うなど，特色ある学校づくりを進めていくこと

としている。

平成１８年１０月，徳島県教育委員会から本協議会に対し 「高校再編方針」，

に基づき，鴨島商業高校と阿波農業高校を再編統合した新しい学校のあり方等に

ついて検討し，その結果を取りまとめ，報告するよう依頼があった。

鴨島商業高校は，県西部における商業の中心地として発展してきた鴨島町にお

いて，町立の商業高校として開校し，地域経済の発展を担う経営者や事務従事者

を育成するなど，地元の発展に貢献してきた。

また，阿波農業高校は，農業が盛んで，県下の市町村において最大の農業産出

額を誇る阿波市にあり，農業後継者や農業技術者を育成するなど，地元の期待に

応えてきた。

このように，両校とも地域に根ざした高校であるが，再編統合は避けられない

状況にあることから，本協議会では，両校が培ってきた商業教育と農業教育を継

承し，融合・発展させた新しい学校をどうしていくべきか，慎重に協議を重ねて

きた。

ここに，本協議会として「鴨島商業高校・阿波農業高校の再編統合に係る報告

書」を取りまとめたので報告する。
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○○○○ 再編統合高校再編統合高校再編統合高校再編統合高校のののの概要概要概要概要

１１１１ 教育教育教育教育のののの基本方針基本方針基本方針基本方針

新しい学校づくりにあたっては，鴨島商業高校，阿波農業高校が培ってきた

商業教育，農業教育を継承するとともに，食の安全・安心の観点からの教育を

加え，商業科・農業科併設のメリットを活かした，次のような教育の基本方針

を提案する。

○○○○学校像学校像学校像学校像

①生徒が希望する進路の実現を目指す学校

②地域の発展に貢献する人材育成を目指す学校

③豊かな人間性や共生の心を培う学校

○○○○育育育育てたいてたいてたいてたい生徒像生徒像生徒像生徒像

①自己の目標や夢の実現に向かって，意欲的に取り組む生徒

②商業・農業に関する専門知識・技術を身に付け，地域の発展に貢献する生徒

③地域を愛し，心身共にたくましく礼儀正しい生徒

○○○○特長的特長的特長的特長的なななな教育教育教育教育

①地域に根ざした両校教育の伝統を継承し，融合・発展させた多様な教育

②地域と連携し，地域の活性化に資する実践的な教育

③地域の自然や文化と触れ合う体験的な教育や，食の安全・安心の観点からの

教育

＜＜＜＜小学科名小学科名小学科名小学科名はははは仮称仮称仮称仮称＞＞＞＞２２２２ 設置学科設置学科設置学科設置学科

設置学科は，次のとおり提案する。

大学科 小学科 大学科 小学科

商業科 会計ビジネス科 農業科 農業科学科

３学級程度 情報ビジネス科 ３学級程度 生物活用科（ ） （ ）

食ビジネス科
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＜＜＜＜小学科名小学科名小学科名小学科名はははは仮称仮称仮称仮称＞＞＞＞３３３３ 教育内容教育内容教育内容教育内容

教育内容は，次のとおり提案する。

会計ビジネス科，情報ビジネス科，農業科学科，生物活用科では，学習指導

要領における商業科・農業科の学習分野のうち，重点的に学習する分野を明確

化した実践的な学習を行うこととする。

また，食ビジネス科では，農業体験から調理・店舗経営まで，商業科・農業

科併設のメリットを活かし，実践的な学習を行うこととする。

大学や専門学校等への進学にも対応した学習にも取り組めるようにする。

また，近年の産業社会は，農業・商業という枠組みだけでは捉えられず，産

， ， ，業全般に渡る幅広い知識・理解も必要となることから 生徒の適性 進路希望

興味・関心に応じ，学科の枠を越えて，幅広く学習できるよう総合選択制を導

入する。

○○○○商業科商業科商業科商業科

簿記会計分野を重点学習分野とし，取引の仕訳から決

算に至るまでの簿記の仕組みや，材料を仕入れ・加工し

たものを製品として販売する製造業で行われる原価計算

会計ビジネス科 の学習はもちろん，企業で広く使われている会計ソフト

を利用した会計業務や経営分析についても学習し，会計

活用能力を身に付けさせ，経理業務従事者などを育成す

る。

経営情報分野を重点学習分野とし，表計算・データベ

ースソフトを使ったデータ処理の学習はもちろん，グラ

情報ビジネス科 フィックソフトを使った図形作成・画像処理，地域の特

産品などのネット販売についても学習し，情報活用能力

を身に付けさせ，Ｗｅｂデザイナーやインターネットを

活用した起業家などを育成する。

有機農法による野菜・果樹の栽培，地域の食材などを

使った調理・製菓実習及び珈琲・紅茶などのドリンク実

食ビジネス科 習，開業に向けての市場調査や資金計画，販売促進，財

務諸表・税務申告書の作成など，食材調達から調理・店

舗経営まで総合的に学習し，自然食レストラン・カフェ

の経営，食品販売などの食ビジネス従事者を育成する。
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○○○○農業科農業科農業科農業科

食料供給分野を重点学習分野とし，豊かな食生活を提

供する農業の社会的役割を学ぶとともに，野菜・果樹な

農 業 科 学 科 どの栽培活動を通して，有機農法など環境に配慮した持

続的な農業生産について学習し，食味や安全性などの品

質向上と生産性の向上を図る知識と技術を身に付けさ

せ，農業後継者や農業技術者などを育成する。

ヒューマンサービス分野を重点学習分野とし，草花や

ハーブなどの園芸作物や，愛玩目的で飼育される社会動

物を中心に，栽培・飼育の基礎基本と，それらを活用し

生 物 活 用 科 生活の質の向上や健康の改善を図るための知識・技術を

学習し，園芸装飾士など，園芸作物や社会動物を有効に

活用する対人サービスに関する農業関連技術者などを育

成する。

４４４４ 部活動部活動部活動部活動

部活動については，両校が既に小規模化し，部活動の選択や大会への参加が

制約されるなどの現状がある。

こうしたことから，新しい学校においては，学校間連携を進める中で，生徒

の興味・関心を把握し，新たな部を開設するなど，多彩な部活動を展開すると

ともに，再編統合によるスケールメリットを活かし，本県唯一のボクシング部

や，甲子園出場実績のある野球部を始め，ラグビー部など，団体競技の強化を

図っていくことが望ましい。

５５５５ 設置場所設置場所設置場所設置場所

設置場所については，交通の利便性，既存施設の有効活用，新しい学校で必

要な教育施設の確保などの観点から，総合的に検討を行った。

再編統合により生徒数が増加することから，校舎に余裕があり，体育館，グ

ラウンドなどが広く，交通の利便性が良い，鴨島商業高校を有効活用すること

を提案する。

特色ある農業教育を展開するにあたっては，阿波農業高校の農業実習施設及

び実習地を有効活用することとし，移動は実習用バスを利用することが望まし

い。
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６６６６ 再編統合時期再編統合時期再編統合時期再編統合時期

両校は既に小規模化し，多様な教育の展開や部活動の実施が難しくなってい

ることから，学校規模を確保し，活力と魅力ある教育活動を展開するため，で

きる限り早期に再編統合を行うことを要望する。

７７７７ 今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

新しい学校への円滑な統合を図るため，学習活動や特別活動などの学校間連

携を，積極的に実施することが望ましい。

また，必要となる施設・設備の充実や耐震化等の教育環境の整備を，計画的

に推進することを要望する。
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※※※※ 再編統合高校再編統合高校再編統合高校再編統合高校におけるにおけるにおけるにおける教育教育教育教育ののののイメージイメージイメージイメージ図図図図

特長的特長的特長的特長的なななな教育教育教育教育
①地域に根ざした両校教育の伝統を継承し，融合・発展させた多様な教育

②地域と連携し，地域の活性化に資する実践的な教育

③地域の自然や文化と触れ合う体験的な教育や，食の安全・安心の観点からの教育

商 業 科 農 業 科商 業 科 農 業 科商 業 科 農 業 科商 業 科 農 業 科

会計会計会計会計ビジネスビジネスビジネスビジネス科 農業科学科科 農業科学科科 農業科学科科 農業科学科

食食食食ビジネスビジネスビジネスビジネス科科科科

情報情報情報情報ビジネスビジネスビジネスビジネス科 生物活用科科 生物活用科科 生物活用科科 生物活用科

地域地域地域地域のののの教育資源教育資源教育資源教育資源のののの活用活用活用活用

商工会議所，商工会，商店街，ＪＡ，農業大学校，篤農家 など
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※※※※ 設置設置設置設置５５５５学科学科学科学科のののの連携連携連携連携によるによるによるによる教育教育教育教育ののののイメージイメージイメージイメージ図図図図

商業科商業科商業科商業科，，，，農業科併設農業科併設農業科併設農業科併設ののののメリットメリットメリットメリットをををを活活活活かしたかしたかしたかした教育教育教育教育

商業分野 農業分野商業分野 農業分野商業分野 農業分野商業分野 農業分野

○農業科学科
「生産部」

有機農法による安全で
安心な食料生産

○情報ビジネス科
「広報部」

ホームページ，データ
処理システムの作成

○会計ビジネス科
「経理部」

原価計算，財務諸表の
作成，経営分析

○生物活用科
「商品開発部」

対人サービスの視点
からの商品開発

○食ビジネス科
「営業部」

マーケティング，有機
野菜を使った調理・販売
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○○○○ おわりにおわりにおわりにおわりに

鴨島商業高校，阿波農業高校は，我が国の産業社会の発展に貢献できる有為な

人材を輩出するとともに，地域に根ざした専門高校として，地域産業の振興に貢

献してきた歴史と伝統ある大切な学校であるため，地域や卒業生の思いなどにも

配慮しながら，慎重に協議を重ねてきた。

， ， ，その中で 少子高齢化が進行する地域の姿 経済のグローバル化や高度情報化

農産物の自由化など，地域社会や産業社会を取り巻く状況の変化を踏まえ，地域

に根ざした両校教育の伝統を継承し，融合・発展させた多様な教育，地域と連携

し，地域の活性化に資する実践的な教育，地域の自然や文化と触れ合う体験的な

教育や，食の安全・安心の観点からの教育を，新しい学校の教育の中に位置づけ

ることを提案した。

そして，生徒が夢と希望を持って，商業科，農業科，それぞれの学科の特色を

活かした専門的な知識・技術や，幅広い視野で物事を判断できる能力，新たな物

事を創造する独創性を身に付け，産業界をはじめ広く社会で活躍し，自己の目標

や夢を実現することを強く期待する。

なお，新しい学校が，地域社会の発展に貢献し，地域にとってかけがえのない

専門高校となるためには，学校の努力はもとより，県教育委員会の支援が必要で

ある。また，産業界，行政，ＰＴＡや同窓会など，地元の協力が不可欠であり，

学校と地域の密接な連携が望まれる。

， ， ，今後 再編統合までに入学してきた生徒に配慮しながら この報告書に基づき

新しい学校ができる限り早期に開校することを要望する。
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○○○○ 資 料資 料資 料資 料

１１１１ 新新新新しいしいしいしい学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり地域協議会設置要綱地域協議会設置要綱地域協議会設置要綱地域協議会設置要綱

（設 置）

第１条 高校再編方針に基づき，別表に掲げる地域において，新しい学校づくり地

域協議会（以下「地域協議会」という ）を設置する。。

（名 称）

第２条 前条に規定する地域協議会の名称は，別表のとおりとする。

（任 務）

第３条 地域協議会は，高校再編方針を踏まえ，新しい学校のあり方や再編に向け

た学校間連携について検討を行い，その結果を県教育委員会に報告する。

（組 織）

第４条 地域協議会は，委員１５名以内で構成する。

２ 委員は，別表に掲げる地域の高校長及び市町教育委員会の代表者のほか，

再編の対象となる高校の長又は関係市町教育委員会の推薦を受けた者のうち

から，県教育委員会が委嘱する。

３ 委員候補者の推薦に当たっては，学校関係者，保護者，地域代表又は学識

経験者のうちから選任するものとする。

（会長及び副会長）

第５条 地域協議会に会長及び副会長１名を置く。

２ 会長は委員の互選によって定め，副会長は会長が指名する。

３ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき，又は会長が欠けたとき

は，その職務を代理する。

（会 議）

第６条 地域協議会の会議は，会長が招集し，運営する。

２ 地域協議会の会議は，委員の半数以上の出席がなければ，開くことができ

ない。

３ 会長は，必要があると認めるときは，関係者の出席を求めその意見を聴く

ことができる。

（実務者会議）

第７条 地域協議会に，専門の事項について調査・研究を行うため，実務者会議を

置く。
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（庶 務）

第８条 地域協議会の庶務は，別表に掲げる各地域毎の事務担当高校及び教育改革

課において処理する。

（その他）

第９条 この要綱に定めるもののほか，地域協議会の運営に関し必要な事項は，会

長が別に定める。

附 則

１ この要綱は，平成１８年６月１日から施行する。

２ この要綱は，協議会の任務終了後は，その効力を失う。

別 表

地 域 名 称 事務担当高校

鳴 門 市 新 し い 学 校 づ く り 鳴 門 市 地 域 協 議 会 鳴門第一高校

阿 南 市 新 し い 学 校 づ く り 阿 南 市 地 域 協 議 会 阿南工業高校

吉 野 川 市 ･ 阿 波 市 新しい学校づくり吉野川市･阿波市地域協議会 鴨島商業高校

美 馬 市 ･ つ る ぎ 町 新しい学校づくり美馬市･つるぎ町地域協議会 貞光工業高校

三好市･東みよし町 新しい学校づくり三好市･東みよし町地域協議会 辻 高 校
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２２２２ 新新新新しいしいしいしい学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり吉野川市吉野川市吉野川市吉野川市・・・・阿波市地域協議会委員名簿阿波市地域協議会委員名簿阿波市地域協議会委員名簿阿波市地域協議会委員名簿

（順不同・敬称略）

氏 名 役 職 等 年 度 備 考

板野 正 阿波市教育委員会教育長 H18 ～ H19 市教育委員会

影山 輝信 阿波農業高等学校同窓会長 H18 ～ H19 学校関係者

桒原 五男 鴨島商業高等学校同窓会長 H18 ～ H19 学校関係者

妹尾 正美 山川中学校長 H18 ～ H19 学校関係者

中野 修一 林小学校長 H18 ～ H19 学校関係者

野田 茂 土成中学校ＰＴＡ会長 H18 ～ H19 保護者

日野 育治 吉野川市教育委員会教育長 H18 ～ H19 市教育委員会

○廣海 美穂子 阿波市民生委員 H18 ～ H19 地域代表

◎福本 弘之 元川島町立図書館長 H18 ～ H19 学識経験者

森本 御伽 鴨島小学校ＰＴＡ会長 H18 ～ H19 保護者

福家 清司 川島高等学校長 H18 高校長

藤本 幸一 川島高等学校長 H19 高校長

白石 基章 阿波高等学校長 H18 高校長

黄田 真和 阿波高等学校長 H19 高校長

宇山 孝人 阿波西高等学校長 H18 高校長

毛利 久康 阿波西高等学校長 H19 高校長

福岡 卓一 鴨島商業高等学校長 H18 ～ H19 高校長

山本 一夫 阿波農業高等学校長 H18 ～ H19 高校長

◎ 会長 ○ 副会長 （役職等については就任当時のものを記載）



- 12 -

３３３３ 新新新新しいしいしいしい学校学校学校学校づくりづくりづくりづくり吉野川市吉野川市吉野川市吉野川市・・・・阿波市地域協議会阿波市地域協議会阿波市地域協議会阿波市地域協議会のののの審議経過等審議経過等審議経過等審議経過等

回 開 催 日 検 討 内 容 等

○会長選出

１ 平成１８年１０月２９日 ○高校再編方針について

○新しい学校の教育のあり方について

２ 平成１９年 １月１１日 ○新しい学校の基本方針及び設置学科について

３ 平成１９年 ５月２９日 ○商業科・農業科併設のメリットを活かした教育

について

４ 平成１９年 ７月２７日 ○設置小学科及び学校間連携について

５ 平成１９年１０月２２日 ○教育環境の整備のあり方について

６ 平成１９年１２月１０日 ○報告書の取りまとめについて


